
「親
鸞
聖
教

に
み
る
用
語
上

の
特
色
」

旧
訳
か
ら
新
訳

へ

門

川

徹

真

一
、

は
じ
め
に

宗
祖

が
そ
の
晩
年
の
聖
教
に
お
い
て
旧
訳
よ
り
新
訳
の
語
を
意
識
的

に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
「天
親
」
か
ら

「世
親
」

へ
、
「衆
生
」
か
ら

「有
情
」

へ
と
改
め

ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
更
に

「等
正
覚
」
「無
上
覚
」
と
い
う
新
訳
語

の
使
用
、
加
え
て

「極
楽
」
の
語
の
晩
年
に
お
け
る
用
法
に
つ
い
て
も

一
考
し
て
み
た
い
。

私
は
か

つ
て

『唯
信
鈔
文
意
』
の
現
存
す
る
五
本
に
つ
い
て
細
か
く

校
合
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
宗
祖
が
八
十
五
歳
八
月
十
九
日

に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
所
謂
流
布
本

(正
嘉
本
)
と
称
さ
れ
ち

一
本
を

み
る
と
、

そ
れ
に
先
行
す
る
真
蹟
二
本
を
含
む
四
本
に
は
全
く
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
い
く
つ
か
の
特
色
を
見
出
し
え
た
。

今
回
は
こ
の
時
の
研
究
結
果
に
も
と
づ
き
、
別
に

『正
像
末
法
和
讃
』

の
国
宝
本
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
六
本
を
校
合
し
た
結
果
を
加
え
て
、

宗
祖
晩
年

の
聖
教
に
み
る
旧
訳
か
ら
新
訳

へ
と
い
う
用
語
上
の
特
色
に

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

つ
い
て
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

漢
訳
大
蔵
経
の
訳
経
史
に
お
い
て
は
鳩
摩
羅
什
以
前
の
訳
を
古
訳
と

い
い
、
そ
の
後
訳
経
が
中
国
の
国
家
事
業
と
し
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
訳
語
も
次
第
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
く
。
鳩
摩
羅
什

以
後
玄
　
以
前
の
も
の
を
旧
訳
、
玄
　
以
後
の
も
の
を
新
訳
と
称
さ
れ

て
い
る
。
(
1
)

宗
祖
自
身
も
そ
の
こ
と
を
知

っ
た
上

で
そ
の
晩
年
に
新
訳
語

を
積
極
的
に
と
り
入
れ
る
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

二
、

「天
親

」
か
ら

「世
親
」

へ

宗
祖
聖
教
を
み
る
と
二
ヶ
所
に
わ
た
っ
て
旧
訳
、
新
訳
と
い
う
語
が

見
出
さ
れ
る
。
ま
ず
八
十
四
歳
三
月
二
十
三
日

の
奥
書
の
あ
る

『入
出

二
門
偈
』
を
み
る
と
、

婆
藪
盤
豆
菩
薩
造
、
婆
藪
盤
豆
是
梵
語
、
薔
澤
天
親
此
是
託
、
新
繹
世
親
是

爲
正

(真
聖
全
二
、
四
八
○
、
四
)

と
あ
り
、
新
訳
の

「世
親
」
が
正
し
い
と
示
さ
れ
る
。

『尊
号
真
像
銘
文
』
の
広
本
を
み
る
と
略
本

に
は
な
い
文
と
し
て
、

一
七
九
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「親
鸞
聖
教
に
み
る
用
語
上
の
特
色
」
(門

川
)

舊
譯
に
は
天
親
、新
譯
に
は
世
親
菩
薩
と
ま
ふ
す
。
(真
聖
全
二
、五
八
四
、六
)

と
あ
り
、
八
十
四
歳
以
後
に
は
意
識
し
て
新
訳
の
語
を
用
い
よ
う
と
す

る
意
図
が
明
ら
か
で
あ
る
。

八
十
八
歳
十
二
月
二
日
の
奥
書
の
あ
る

『弥
陀
如
来
名
号
徳
』
に
は

「世
親
菩
薩
」
の
語
に
左
訓
し
て
、

テ
ン
ジ
ン
ト
モ
イ
フ
、
バ
ソ
バ
ン
ヅ
ト
モ
イ
フ
、
セ
シ
ン
ト
モ
イ
フ
、
ム
ヂ
ャ

ク
ト
モ
イ
フ
、
ロ
ン
ジ
ュ
ト
モ
イ
フ
ナ
リ

(真
聖
全
二
、
七
三
六
、

一
二
)

と
あ
る
。

こ
こ
に

「ム
ヂ
ャ
ク
ト
モ
イ
フ
」
と
あ
る
の
は
言
う
迄
も
な

く
世
親
の
兄
の
無
着
の
こ
と
で
別
人
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

『唯
信
鈔
文
意
』

の
五
本
で
は
い
か
が
か
と
い
え
ぼ
、
七
十
八
歳
十

月
六
日
の
奥
書
が
あ
る
盛
岡
本
誓
寺
本
と
八
十
四
歳
三
月
二
十
四
日
に

書
写
さ
れ
て
い
る
河
内
光
徳
寺
本

の
二
本
に
お
い
て
は

「天
親
菩
薩
」

の
二
例
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
十
五
歳

一
月
十

一
日
の
真
?
本
に
な

る
と

「世
親
菩
薩
」
と
改
め
ら
れ
、
後
の
二
本
も
同
様
で
あ
る
。

三

、

「等

正
覚
」
と

「無
上
覚
」

『唯
信

鈔
文
意
』

の
現
存
五
本
を
校
合
し
て
み
る
と
諸
仏
等
同

の
考

え
を
示
す
文
は
全
て
に
共
通
し
て
あ
る
も
の
の
、
弥
勒
等
同
を
示
す
文

は
流
布
本
に
し
か
な
く
、
晩
年
に
な

っ
て
新
た
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
流
布
本
に
先
行
す
る
四
本
に
は
全
く
同

文
と
し
て
、

こ
の
信
樂
を
う
る
と
き
か
な
ら
ず
攝
取
し
て
す
て
た
ま
は
ざ
れ
ぼ
、
す
な
わ

一
八
○

ち
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
な
り
。
(真
聖
全
二
、
六
四
二
、
九
)

と
あ
る
の
が
、
流
布
本
に
お
い
て
は

こ
の
信
心
を
う
れ
ぼ
等
正
覧
に
い
た
り
て
補
處
の
彌
勒
に
お
な
じ
く
し
て
元

上
覺
を
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
す
な
は
ち
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
な

り
。
(真
聖
全
二
、
六
二
四
、
一
三
)

と
書
き
改
め
ら
れ
、
弥
勒
等
同
の
思
想
を
示
す
た
め
に

「等
正
覚
」
「無

上
覚
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
二
語

は

『無
量
寿
如
来
会
』

に
見
え
る
訳
語
と
し
て

『教
行
信
証
』
な
ど
に
引
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、

宗
祖
自
身
の
言
葉
と
し
て
聖
教
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
八
十

五
歳
二
月
九
日
に
感
得
さ
れ
た
夢
告
讃
以
降
の
こ
と
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
か
っ
て
拙
論
に
述
べ
た
如
く
、
「こ
の
和
讃
感
得

の
背
景
に
は
善
鸞
の
異
義
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
門
弟
問
の
信
心
を
め

ぐ
る
混
乱
、
念
仏
に
対
す
る
弾
圧
事
件
か
ら
く
る
門
弟
達
の
心
の
動
揺

を
う
け
て
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
」
(
2
)

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
件
を
背
景
と
し
て
強
調
さ
れ
て
く
る
の
が
弥
勒
等
同
の

思
想
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
流
布
本
に
お
い
て
は

「等
正
覚
」
の
語
が

二
回
、
「無
上
覚
」
が
四
回
に
わ
た
っ
て
見
出
さ
れ
る
。

八
十
五
歳
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
に
も
弥
勒

等
同
の
考
え
は
示
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
八
十
五
歳
二
月
以
降
に
お

い
て
新
訳
の
語
で
あ
る

「等
正
覚
」
「無
上
覚
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
現
生
正
定
聚
の
考
え

を
強
調
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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三

、

「極
楽
」

浄
土
経
典
に
お
い
て

「極
楽
」
と
い
う
訳
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
鳩
摩
羅
什
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
、
以
後
玄
　
な
ど
の
新
訳

に
お
い
て
も
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

藤
田
宏
達
博
士
に
よ
れ
ぼ

「法
然
や
親
鸞
の
主
著
に
は
、
か
か
る
用

法

(私
注

「極
楽
浄
土
」
の
語
)
は
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。」
と
指
摘

さ
れ
、
更

に

「自
釈
の
部
分
で
は
、
「極
楽
」
は

「化
身
土
巻
」
に
た
だ

一
回
、
そ
れ
も
方
便
化
土
を
表
わ
す
場
合
に
用
い
、
真
実
報
土
を
表
わ

す
場
合
に
は

「安
楽
」
「安
養
」
「無
量
光
明
土
」
な
ど
を
用
い
て
区
別

し

て

い
る

よ
う

に
見

受

け

ら

れ

る
。
」
(
3
)

と

も
述

べ
ら

れ

て

い
る

。

果

し

て
そ

う

で
あ

る

の
か

。

宗

祖

聖

教

に
お

い
て

こ

の
語

の

用

例

を

求

め

て
み

る

と

、

「極

楽

」

七

例

、

「往

生
極

楽

」

二
例

、

「極

楽

浄

土

」

一
例

、

「極

楽

世

界

」

一
例

が

見

出

さ

れ
、

都

合

「極

楽

」

の
語

は
十

一

例

を
見

る

こ
と

が
出

来

る
。

左

訓

例

に

つ
い

て
み

て
も

国

宝

本

『
浄

土

和

讃

』

と

『
正

像

末

法

和

讃

』

に
限

っ
て
も

八

例

が

あ

り

、

し

か
も

こ

の
内

「真

実

報

土

」

の
左

訓

と

し

て

「ゴ

ク

ラ

ク

ヲ

ホ

ウ

ド

ト

マ
フ

ス
ナ

リ

」

(定
親

全

二
、

一
四

八
、
二
)

と

あ

り

、

「
往

観

」

に
左

訓

し

て

「十

方

ヨ
リ
ボ

サ
チ

ノ

ゴ

ク

ラ

ク

ヘ
マ
イ

リ

テ

ミ

ダ

ヲ

ミ

タ

テ

マ

ツ
ル

コ

コ

ロ
ナ

リ

」

(定

親
全

二
、

二
三
、

二
)

と

も

あ

る

。

『
唯

信

鈔

文

意

』

に
お

い

て
は

「親
鸞
聖
教

に
み
る
用
語
上

の
特
色
」

(門

川
)

極
樂

と
ま
ふ
す
は
か
の
安
樂

淨
土
な
り
、
よ
う
つ

の
た

の
し
み

つ
ね
に
し

て
、

く
る
し
み
ま
じ
わ
ら
ざ

る
な
り
。
か

の
く
に
お
ぼ
安
養
と

い

へ
り
。
(
4
)

と

あ

っ
て
、

し

か

も

別

の
所

で
流

布

本

に

お

い

て

の

み

「
極

楽

浄

土

」

の
語

が

新

た

に

加

え

ら

れ

て

い

る

例

も

あ

る
。

(真

聖
全

二
、

六

二
二
、

一
二
)

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
藤
田
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に

「極
楽
」
が
方
便
化
土
を
表
わ
す
場
合
に
用

い
ら
れ
、
真
実
報
土
を

表
わ
す
場
合
に
は
別
の
語
を
用
い
て
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
、
と
あ
る
の
は
当
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「真
実
報
土
」

の
語
に

「ゴ
ク
ラ
ク
ヲ
ホ
ウ
ド
ト
マ
フ
ス
ナ
リ
」
と
の
左
訓
が
あ
り
、
ま
た

「極

樂
と
ま
ふ
す
は
か
の
安
樂
淨
土
な
り
」
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
、

「衆
生
」

か
ら

「有
情

」

へ

宗
祖
晩
年
の
著
作
に
お
い
て
は

「衆
生
」
の
語
に
代
え
て

「有
情
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
聖
教
全
般
に
わ
た
っ
て

「衆
生
」
か
ら

「有
情
」

へ
の
移
り
変
わ
り
の
様
子
を
あ
と
づ
け
て
み
た

い
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
も
ま
ず

『
唯
信
鈔
文
意
』
が
参
考

と
な
る
。
五
本
の
中
で
本
誓
寺
本
か
ら
二
十
七
日
本
に
い
た
る
四
本
に

あ

っ
て
は

「衆
生
」
の
み
の
九
例
が
見
出
さ
れ
る
が
、
流
布
本
に
な
る

と
新
た
に
書
き
改
め
ら
れ
た
部
分
に
は

「有
情
」
が
四
例
あ
り
、
「衆

一
八

一
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「親
鸞
聖
教
に
み
る
用
語
上
の
特
色
」
(門

川
)

生
」
に
つ
い
て
も
そ
の
九
例
に
加
え
て
二
例
の
計
十

一
例
が
見
ら
れ
る
。

流
布
本

は
宗
祖
が
善
鸞
事
件
や
念
仏
弾
圧
事
件
を
う
け
て
末
法
意
識

を
強
め
て

い
く
中

で
、
『唯
信
鈔
文
意
』
の
い
わ
ぼ
最
終
稿
と
し
て
書

き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
見
直
し
の

一
例
と
し
て

「衆
生
」

に
代
え
て

「有
情
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
真
磧

二
本
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は

「有
情
」
の
語
を
見
出
す
こ

と
は
な
い
。

先
に
述

べ
た

「等
正
覚
」
「無
上
覚
」
の
語
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が

い
え
、
「極
楽
浄
土
」
の
語
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
先
行
す
る
四
本

に
は
全
く
そ
の
用
例
を
見
出
し
え
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
『唯
信
鈔

文
意
』
は
最
終
稿
と
し
て
の
流
布
本
に
よ

っ
て
宗
祖
の
意
図
を
読
む
べ

き
で
あ
り
、
単
に
真
筆
と
い
う
こ
と
だ
け
で
真
磧
本
を
中
心
と
し
て
の

み
こ
の
聖
教
を
論
ず

べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
こ
れ
以
外
の
聖
教
に
つ
い
て
も

「衆
生
」
「有
情
」
の
用
例
を
示

し
て
み
た

い
。

ま
ず
そ

の
主
著

『教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
経
論
な
ど
の
引
文
中
の

例
は
除
く
と
し
て
、
自
釈
の
部
分
に
限

っ
て
み
る
と

「衆
生
」
十
三
例

に

「有
情

」
の
二
例
が
あ
り
、
こ
の

一
例
は
信
巻
に
あ
っ
て
坂
東
本

の

コ
ロ
タ
イ
プ
版
を
見
る
と
、

一
旦
書
か
れ
た
文
字

の
上
か
ら
太
く
訂
正

し
た
結
果
と
し
て
あ
る
。
(
5
)

『浄
土

文
類
聚
鈔
』
に
は

「衆
生
」
の
み
十
例
、
『
入
出
二
門
偈
』
に

は

「衆
生
」
二
例
を
見
る
。

一
八
二

三
帖
和
讃
に
お
い
て
は
国
宝
本

『浄
土
和
讃
』
に
あ
っ
て
は
本
文
中

に
十
四
例
、
左
訓
中
に
十
二
例
と
全
て

「衆
生
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『浄
土
高
僧
和
讃
』
に
も
本
文
中
に

「衆
生
」
九
例
、
左
訓
中
に
四
例

が
あ
る
。

『正
像
末
法
和
讃
』
に
な
る
と

「有
情
」
が
主
流
と
な

っ
て
く
る
。

八
十
三
歳
に
書
か
れ
た
も
の
を
顕
智
が
書
写

し
た

『浄
土
和
讃
』
再

稿
本

の
前
後
に
見
ら
れ
る
別
和
讃
八
首
中
に
は

「衆
生
」
の
み
の
四
例

が
あ
る
。

八
十
五
歳
の
国
宝
本

『正
像
末
法
和
讃
』
に
は
別

の
四
首
を
加
え
た

四
十

一
首
に
あ
っ
て
は

「衆
生
」
六
例
、
「有
情
」
五
例
、
左
訓
中
に
も

「衆
生
」
六
例
、
「有
情
」
二
例
が
見
出
さ
れ
る
。

八
十
六
歳
九
月
二
十
四
日
の
奥
書
が
あ
る
顕
智
書
写
の
初
稿
本
で
は

『愚
禿
悲
歎
述
懐
和
讃
』
を
含
め
る
と

「衆
生
」

二
例
、
「有
情
」
十
三

例
、
左
訓
中
に
も

「衆
生
」

一
例
、
「有
情
」
五
例
が
あ
る
。

深
励
校
合

の

『御
草
稿
和
讃
』
一
一
二
首

の
中
に
は

「衆
生
」
二
例
、

「有
情
」
十
五
例
が
あ
り
、
そ
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
顕
智
書
写
の

初
校
本
と
ほ
ぼ
同
系
統
の
本
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
左
訓
中

に
は

「衆
生
」

一
例
、
「有
情
」
五
例
が
あ
る
。

大
谷
大
学
蔵

『宗
祖
御
筆
磧
集
』
所
収

の
十
三
首
中
に
は

「有
情
」

の
み
の
四
例
が
あ
る
。

八
十
八
歳
の
奥
書
が
あ
る

『文
明
本
』
一
一

三
首

に
お
い
て
は

「有

情
」
の
み
十
六
例
が
見
出
さ
れ
る
。
た
だ
し

「度
衆
生
心
」
の
語
が
二
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例
あ
る
が
今
は
こ
れ
を
含
め
な
い
。

八
十

五
歳
二
月
三
十
日
の
奥
書
の
あ
る

『皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
に
は

「有
情
」

の
み
十
七
例
、
ま
た

『
大
日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』

に
は

「有
情
」
の
み
二
例
が
あ
る
。

三
帖

和
讃

の
諸
本
に
お
い
て
は

『浄
土
和
讃
』
『高
僧
和
讃
』
で
は

「衆
生
」

の
み
が
用

い
ら
れ
、
八
十
五
歳
以
後

の

『正
像
末
法
和
讃
』

に
な
る
と

「有
情
」
の
例
が
多
く
な
り
、
『文
明
本
』
に
い
た
っ
て
は
全

て

「有
情
」
の
語
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。

左
訓
中
に
お
い
て
は
両
語
併
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
注
目
し
て

い
い
の
は
国
宝
本
に
お
い
て

「利
益
有
情
」
の
語
に
左
訓
し
て

ヨ
ロ
ヅ
ノ
シ
ュ
ジ
ャ
ウ
ヲ
ウ
ジ
ャ
ウ
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ

(定
親
全
二
、
一
四
七
、

八
)

と
あ
り
、
新
訳
の
語
に
旧
訳
の
語
を
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

他

の
仮
名
聖
教
に
つ
い
て
も
言
及
す
れ
ぼ

『尊
号
真
像
銘
文
』
略
本

に
は

「衆
生
」
十
四
例
、
広
本
に
は

「衆
生
」
十
八
例
の
み
が
あ
り
、

『
一
念
多
念
文
意
』
に
お
い
て
も

「衆
生
」
十

一
例
が
あ
る
。

八
十
五
歳
以
後
の
著
作
に
お
い
て

「衆
生
」
の
み
の
例
が
あ
る
の
は
、

宗
祖
が
そ
れ
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
書
写
さ
れ
た
結
果

で
は
な

い
か
と
思
う
。
『
一
念
多
念
文
意
』
に
は
八
十
四
歳
五
月
以
前
に

書
か
れ
た

一
本
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

消
息
類
に
お
い
て
は

「衆
生
」
の
例
が
多

い
中
で
、
八
十
五
歳
三
月

「親
鸞
聖
教
に
み
る
用
語
上
の
特
色
」
(門

川
)

三
日
付
の

『末
灯
鈔
』
八
に
は

「有
情
」
の
例

が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
で
注
目
す
べ
き
は
宗
祖
自
ら
が
書
写
さ
れ
て
い
る

『三
骨

一
廟
文
』
で
あ
る
。
金
沢
専
光
寺
に
は
こ
の
偈
文
の
真
筆
本
が
伝
わ
り
、

そ
こ
に
は

「爲
度
末
世
諸
衆
生
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
十
五
歳
五

月
十

一
日
の
奥
書
の
あ
る

『上
宮
太
子
御
記
』

に
お
い
て
は
文
松
子
伝

の
文
と
し
て
伝
え
る
中
に
は
こ
の

「衆
生
」

の
語
が

「有
情
」
に
改
め

ら
れ
て
い
る
。
(
6
)

こ
の
偈
文
は
別
本
よ
り
書
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
文
中
の

「衆
生
」
を
わ
ざ

わ
ざ

「有
情
」
と
書
き

改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
晩
年
に
あ
っ
て
は
新
訳

へ
の
意
識
が
強
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
宗
祖

の
著
作

で
は
な
い
の
だ
が
、
『歎
異
鈔
』
を
み
る
と

「衆
生
」
四
例
に
対
し
て

「有
情
」
の
一
例
が
あ
り
、
第
五
条
に
「
一
切

の
有
情

は
み
な
も
て
世
々
生
々
の
父
母
兄
弟
な
り
。」
と
あ
る
。
『歎
異

抄
』
の
文
が
果
た
し
て
宗
祖

の
言
葉
を
忠
実

に
伝
え
て
い
る
の
か
疑
問

の
あ
る
所
で
は
あ
る
が
、
第

一
条
、
第
三
条

な
ど
で
は

「衆
生
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
第
五
条

で

「有
情
」
が
用

い
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
唯
円
が
こ
れ
ら
を
使

い
分
け
た
と
い
う
よ
り
、

宗
祖
の
晩
年
に
お
け
る
言
葉
を
そ
の
ま
ま
に
聞
き
伝
え
た
結
果
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

一
八
三
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「親
鸞
聖
教

に
み
る
用
語
上

の
特
色
」

(門

川
)

(

)
左
訓
例

「有
情
」
の
語
は
草
木
国
土
な
ど
を

「非
情
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、

情
識
す
な
わ
ち
こ
こ
ろ
を
有
す
る
も
の
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
『教
行
信

証
』
証
巻

に
は

「有
情
」
の
語
に
左
訓
し
て

「ナ
サ
ケ
ゴ
コ
ロ
」
と
あ

る
。
(真
聖
全
二
、

一
〇
四
、
一
)

宗
祖
は
そ
の
晩
年
に
お
い
て
善
鸞
な
ど
の
一
部
門
弟
問
に
生
じ
た
異

義
、
あ
る
い
は
幕
府
に
よ
る
念
仏
弾
圧
事
件
な
ど
に
直
面
し
て
、
今

こ

一
八

四

そ

悲

泣

す

べ
き
末

法

で

あ

る

と

の
思

い
を
強

め

ら

れ

た
。

こ

の
深

刻

な

こ

こ
ろ

の
痛

み
を

自

ら

の
上

に
う

け

と

め

て
、

そ

の
危

機

感

を

超

克

し

た

所

に
夢

告

讃
感

得

と

い
う
喜

び

が

あ

り

、

い
よ

い

よ
他

力

回

向

の
信

心

の
喜
び

を
深

め

て

い
か

れ

た
と

思

わ

れ

る
。

末

法

に
生

き

る
強

い
危

機

意

識

の
中

か

ら

聖

教

全

般

に
わ

た

っ
て
見

直

し
を

さ

れ
た
結

果

と

し

て
、

旧

訳

か
ら

新

訳

へ
と

い
う

動

き

と

な
り

、

「等

正

覚

」

「無

上
覚

」

の
語

を

新

た

に
用

い

る

こ
と

に

よ

っ
て
現

生

正

定

聚

の
考

え

を
強

調

す

る

と

と

も

に

、
善

鸞

義

絶

と

い
う
深

い
悲

し

み

の
中

か

ら
、

情

識

を

有

す

る

も

の
が

末

法

に

生

き

抜

く

道

を

「有

情

」

の
語

を

用

い
て
示

さ
れ

た

も

の
と
考

え

る
。

1

水
野
弘
元

『
経
曲
そ

の
成
立
と
展
開
』

二

一
八
頁

2

拙
稿

「『唯
信
鈔
文
意

』

の
書
誌
学
的
研
究

」
『
真
宗
研
究
』

四
五
、

一

七
七
頁

五

3

藤

田
宏
達

『
原
始
浄
土
思
想

の
研
究
』

四
三

一
頁
、

四
三
四
頁

4

『真
聖
全
』

二
、
六
三
〇
頁

一
、
六

四
七
頁

一
〇

5

『親
鸞
聖
人
真
磧
集
成
』

一
、

二

一
六
頁

四

6

『真
聖
全
』

四
、

二
〇
頁
七

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

旧
訳
、
新
訳
、
世
親
、
等
正
覚

、
無
上
覚
、
極
楽
、
有
情

、

末
法
意
識

(龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
)
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(198) Abstracts

(funi-mon) for practitioners, while non-dual Mahayana is static and has no 

entrance in the Shi moheyan lun. 

133. Shinran's View of Buddhakaya is not Applicable to "Dhatuvada" 

Ekyo UNO 

The term "dhatuvada"(j. kitai-setsu) was invented by Dr. Shiro Matsumoto 

in order to develop his critical examination of Buddhist thought in general. 

In this paper, I would like to claim that Shinran's view of buddhakaya is not 

applicable to the notion of Matsumoto's "dhatuvada". For that purpose, I clas-

sified the view of buddhakaya from three standpoints, i.e., 1) buddhakaya as 

the ultimate reality, 2) Buddha's saving work as manifested in Buddha's 

Name and Buddha-body, 3) buddhakaya as immanent in all beings. In Shin-

ran 's view of buddhakaya, the second standpoint is most prominent, the first 

being mentioned only in relation to the second, and the third standpoint is 

totally ignored. 

Matsumoto does not admit the second standpoint, but identifies it with the 

first or third one. Shinran's view of buddhakaya, however, is mainly based 

on it. Especially the notion of sambhogakaya, or Amida Buddha as the ful-

fillment of his causal Vow, is crucial. This sambhogakaya is not such a Bud-

dha-body transformed tentatively from dharmakaya, as Matsumoto states, 

but rather a manifestation of Amida's saving workon all sentient beings. 

Concerning the third standpoint stated above, Buddha-nature is not that 

which beings originally possess, but is endowed to them through Other Pow-

er of Amida. 

134. Several Remarks on the Terms of Shinran's Instructive Writings 

Tesshin KADOKAWA 

This paper represents an attempt at the textual criticism of several of Shin-

ran 's writings. As the result of this attempt I found that he rewrote some 

works in his last year, for example, changing certain terms from Tenjin “V•e
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to Seshin世 親(Vasubandu)and from shujo衆 生to ujo.有 情(sattva).

In addition he used new terms, toshogaku等 正覺 and mujogaku無 上覺,

for the first time at the age of eighty-five. These rewritings are due to the fact

that he was facing difficult problems such as strife with his son Zenran and

opposition to the Nembutsu.

So he increased his focus on Mappo consciousness, and used new terms 

in his last year. 

Ujo signifies that all beings strive to live always to the utmost. On this ac-

count Shinran thought ujo better than shujo. 

In the history of Chinese translations of Buddhist scriptures, the term shu-

jo is older than ujo. Shinran used the new term ujo consciously rather than 

the older shujo. 

135. A Consideration Concerning the Propagation of Shin-Buddhism: a the-

ory based on the cultural view on self 

Gakucho NAGAOKA 

In Shin-Buddhism, there have been two religious aspects: one is the pure 

religious aspect expected of Shin-Buddhists and the other is the folk aspect 

including worldly profits and ancestor worship. These two aspects are said 

to comprise the religiousness of Shin-Buddhism. As for self in Shin-Bud-

dhism, it is assumed to consist of a mutually independent self and a coopera-

tive self. 

Taking into consideration the two religious aspects and the two types of 

view of self mentioned above, I try to advocate a new theory about the prop-

agation of Shin-Buddhism. 

136. The Construction of Tannisho, Chapter ‡U

Kakuji SASAKI 

This paper is about different perspectives on understanding the truth or 

the Primal Vow in chapter two of the Tannisho. According to the common
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